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１． 組織の概要 

 

・事業所名及び代表者氏名 

 

  直江津海陸運送株式会社 

  設立年月日：1942 年 8 月 26 日 

  資本金：7,500 万円 

代表取締役社長  山﨑 雅敏 

URL：http://www.naoetsu-kairiku.co.jp/ 

 

    

 

・所在地 

本    社：新潟県上越市港町 2 丁目 9 番 11 号 

 

 ・有人事業所 

作業センター：新潟県上越市港町 2 丁目 2 番 1 号 

CFS 事務所：新潟県上越市大字名古ノ浦 440-41 

 姫 川 営 業 所：新潟県糸魚川市大字寺島字七人組 1054-1（対象外） 

  

    

・事業活動の内容 

一般港湾運送業、船内荷役業、沿岸荷役業、通運事業、倉庫保管業、貨物自動車運送業、 

船舶給水、通関業、船舶代理店業、産業廃棄物収集運搬業 

 

 

・事業の規模 

売上高：26 億円、従業員：95 人／20２2 年度 

 

 

・環境管理責任者、担当者氏名及び連絡先 

環境管理責任者 常務取締役：滝田 守 

       担当者 総務部：内藤 亮 

TEL：025-543-3421 
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 ・実施体制 

  

対象外

代表取締役　山﨑雅敏

環境管理責任者　滝田　守

総務部

従業員

営業部

従業員

海務部

従業員

姫川営業所 作業センター

従業員 従業員

EA21環境事務局

ＣＦＳ事務所

現業部

 

 

 

代表取締役 

・環境経営に関する統括責任。 

・環境管理責任者を任命し実施体制を構築する。 

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知。 

・環境目標・環境活動計画書を承認。 

・代表者による全体の評価と見直しを実施。 

・環境活動レポートの承認。 

・経営における課題とチャンスの明確化。 

環境管理責任者 

・環境経営システムの構築、実施、管理。 

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。 

・環境目標・環境活動計画書を確認。 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告。 

・環境活動レポートの確認。 

  

環境事務局 

・環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局。 

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。 

・環境目標、環境活動計画書原案の作成。 

・環境活動の実績集計。 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成。 

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。 

・環境関連の外部コミュニケーション。 

・環境活動レポートの作成､公開（事務所に備付と地域事務局への送付） 

各部門責任者 

・環境経営システム及び環境方針の理解。 

・部門内の環境活動に対する実情を把握し、取り組みを推進する。 

・環境責任者、環境事務局と連携を取り､問題点の発見､是正､予防処置。 

  

全従業員 

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。 

・問題点の発見、是正、予防処置。 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。 
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・各事業所及び倉庫 

名 称 郵便番号 
所在地 

面積

（㎡） 

本 社 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 9 番 11 号 755.3 

作業センター 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 2 番 1 号 776.82 

CFS 事務所 942-0000 新潟県上越市大字名古ノ浦 440-41 26 

※姫川営業所 941-0066 新潟県糸魚川市大字寺島字七人組 1054-1 80.72 

台貫所 942-0000 新潟県上越市大字名古ノ浦 440-41 10 

港詰所 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 93 番 2 号 194.4 

第 1 倉庫 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 2 番 2 号 1,020 

第 2 倉庫 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 185 番地 8 他 3 筆 684 

第 3 倉庫 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 185 番地 8 他 1 筆 684 

第 4 倉庫 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 185 番地 8 他 2 筆 684 

第 5 倉庫 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 185 番地 8 他 4 筆 774 

第 6 倉庫 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 185 番地 12 他 3 筆 684 

第 7 倉庫 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 283 番地 7 他 2 筆 903 

第 8 倉庫 942-0011 新潟県上越市港町 2 丁目 283 番地 7 840 

黒井倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字東原 2735 番地 24 606 

CFS 倉庫 942-0000 新潟県上越市大字直江津字名古ノ浦 440 番地 41 他 1 筆 977 

CFS 第 2 倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字添 2916 番地 977 

東埠頭第 2 倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字青山 2322 番地 6 他 1 筆 986 

東埠頭第 3 倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字青山 2322 番地 8 他 3 筆 986 

東埠頭第 4 倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字青山 2354 番地他 10 筆 990 

東埠頭第 5 倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字青山 2354 番地他 10 筆 926 

低温倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字青山 2322 番地 6 356 

黒井第 1 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字西ノ川 2318 番地 1 975 

黒井第 2 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字善治郎 2546 番地 2 1,276 

黒井第 3 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字善治郎 2546 番地 2 986 

黒井第 4 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字西ノ川 2311-1 地 3 筆 696 

黒井第 5 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字西ノ川 2308-1 他 8 筆 696 

黒井第 6 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字西ノ川 2302-1 他 4 筆 1,392 

黒井第 7 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字善治郎 2546-2 他 1 筆 986 

黒井第 8 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字釜前 2213 番地 2 976 

黒井第 10 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字善治郎 2546 番地 2 1,106 

黒井第 11 号倉庫 942-0013 新潟県上越市大字黒井字釜前 2171 番地 9 他 2 筆 1,124 

春日新田倉庫 942-0061 新潟県上越市春日新田 4 丁目 16 番地 966 

春日新田 2 号倉庫 942-0061 新潟県上越市春日新田 4 丁目 23 番地 630 

第 1 テント倉庫 942-0061 新潟県上越市春日新田 4 丁目 22 番地 859 

第 2 テント倉庫 942-0061 新潟県上越市春日新田 4 丁目 22 番地 1,001 

第 3 テント倉庫 942-0061 新潟県上越市春日新田 4 丁目 16 番地 1,190 

塩化加里専用倉庫 942-0061 新潟県上越市春日新田 4 丁目 22 番地 502 

※姫川第 1 倉庫 941-0066 新潟県糸魚川市大字寺島字七人組 1054 番地 1 他 1 筆 1,175 

※姫川第 2 倉庫 941-0066 新潟県糸魚川市大字寺島字五味田 490 番地 10 他 9 筆 1,379 

積替施設（上越） 942-0000 新潟県上越市大字直江津字名古ノ浦 440 番 2 外 6 筆 500 
※積替施設（糸魚川） 941-0066 新潟県糸魚川市大字寺島字濱ノ新田 1026 番 1 外 6 筆 17,314 

  ※今回は対象外 
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・産業廃棄物収集運搬業 

 許可番号 許 可 期 間 (平 29～令和 4 年) 事業計画の概要 

新潟 01516047690 R4 年 7 月 15 日 R9 年 7 月 14 日 
排出事業場より、廃タイヤを収集運搬して港湾野

積場に一時仮置き保管をして、国内に輸送する。 

長野 2009047690 R4 年 10 月 10 日 R9 年 10 月 9 日 
長野県内の事業所から排出される廃プラスチック類、紙

くず、金属くずを処分業者へ収集運搬する。 

富山 01609047690 R4 年 4 月 16 日 R9 年 4 月 15 日 
富山県内の事業所より発生する廃プラスチック類

の産業廃棄物を処分業者へ収集運搬する。 

石川 01702047690 R4 年 8 月 22 日 R9 年 8 月 21 日 
石川県内の事業所より発生する廃プラスチック類

の産業廃棄物を処分業者へ収集運搬する。 

福井 01802047690 R4 年 8 月 9 日 R9 年 8 月 8 月 
福井県内の事業所より発生する廃プラスチック類

の産業廃棄物を処分業者へ収集運搬する。 

岐阜 02100047690 R4 年 8 月 13 日 R9 年 8 月 12 日 
岐阜県内の事業所より発生する廃プラスチック類

の産業廃棄物を処分業者へ収集運搬する。 

 

 

事業の範囲
ガラスくず 燃え殻 汚泥
コンクリートくず 鉱さい (含水率

廃タイヤ 以外 陶磁器くず ばいじん 85％以下)

積替含む ※1○ ○ ○
積替・保管除く ※1○ ※1○ ※1○ ※1○ ※1○ ○

長野 ※2､3○ ※3○ ※3○ ※2､3○

富山
石川 ※1､3○

福井
岐阜

※1石綿含有産業廃棄物を除く。

収集･運搬
廃プラスチック類

※1､2○
※1○

※1､3､4○
積替・保管除く

新潟

※4水銀使用製品産業廃棄物を除く。※3特別管理廃棄物を除く。※2自動車等破砕物を除く。

※2､3○

紙くず 木くず 繊維くず がれき類 金属くず

 

 

運搬車両：ダンプ７台、トラクター10 台、セミトレーラー8 台、キャブオーバー4 台、 

       バン１台、タワークレーン１台、バケット４台 

 

  積替え保管施設：・積替施設（上越）：500㎥ 

          ・積替保管施設（糸魚川）：500㎡ 

 

  産業廃棄物収集運搬量：廃プラスチック類（廃タイヤ）   2020 年 1,313 t 

                                                        2021 年      434ｔ 

                                                                                                   （うち汚泥 399ｔ） 

                                                                           2022 年         45ｔ 

 

 

２． 対象範囲 

・登録組織名：直江津海陸運送株式会社 本社、直江津地区各事業所及び倉庫 

・対象事業所：下記以外で組織の概要に記載した各事務所及び倉庫 

 ・対象外  ：糸魚川市の姫川営業所、姫川第 1 倉庫、姫川第 2 倉庫、積替保管施設（糸魚川） 

 ・2 年以内に対象範囲を全組織に拡大することを検討します。 
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３． 環境方針 

 

 

直江津海陸運送株式会社 環 境 方 針 

＜理念＞ 

直江津海陸運送株式会社は､一般港湾運送業､港湾の一貫荷役作業を通じて､環境に配慮し､ 

地球温暖化防止に努め､社会に優しい企業を目指します。 

＜方針＞ 

１． エコアクション２１環境経営に積極的に取り組むためのシステム作りに取り組み、 

運用し、環境目標・活動計画を定め、環境関連法規を尊守し環境経営の継続的な 

改善に努めます。 

２． 環境への取り組みとして、環境目標及び行動計画に下記の重点事項を定め、 

環境方針に整合した活動を実行致します。 

  ① 電力、燃料使用の省エネに取り組み、二酸化炭素の排出量削減に努めます。  

  ② 廃棄物の分別に取り組み、廃棄物排出量の削減に努めます。 

  ③ 水使用量の削減、節水に努めます。 

  ④ エコ商品の利用、グリーン購入の推進に努めます。  

  ⑤ 一般港湾運送、港湾の一貫荷役作業の実績を生かした環境にやさしい 

サービスを提供します。 

 

３．この環境方針を全従業員に周知し、環境保全への意識の向上に努めます。 

  

 

20２１年２月 2６日 

 

直江津海陸運送株式会社 

代表取締役社長 山﨑 雅敏                                            
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４．環境目標・環境目標の実績 

中長期目標 

 
20１７年度 

（基準年度） 

20１８

年度 

20１9

年度 

2020 

年度 

20２1

年度 

20２2

年度 

１．二酸化炭素排出量削

減 
      

・電気    (ｋＷｈ) 183,583 △1％ △2％ △3％ △4％ △5％ 

       (kg-CO2) 95,647 △1％ △2％ △3％ △4％ △5％ 

・燃料等【ガソリン・軽油・

都市ガス・LPG・灯油】 
  （kg-CO2) 

1,135,466 △1％ △2％ △3％ △4％ △5％ 

・ＣＯ２合計  (kg-CO2) 1,231,113 △1% △2% △3% △4% △5% 

２．廃棄物排出量削減       

・一般廃棄物      (kg) 2,140 
（基準 18 年度） 

－ △１% △2% △3% △4% 

・産業廃棄物   (ton) 124.06 
（基準 19 年度） 

－ － △1% △2% △3% 

３．水使用量削減  (㎥) 6,112 △1% △2% △3% △4% △5% 

4．環境対応型サービス 

等の提供(t) 
43,296 

（基準 19 年度） 
－ － ＋1% ＋２% ＋２% 

※基準年度は、20１7 年４月～2018 年 3 月 

※CO2 排出係数は、R2 年東北電力㈱の調整後排出係数 0.521kg-CO2/kWh を使用した。 

PRTR 制度対象の化学物質の使用はありません。このため化学物質に係る削除目標は設定していません。 

 

 

年間運用結果（2022 年 4 月～2023 年 3 月） 

 20１7 年度 

（基準年） 
目標 

(基準年比△5％) 
年間実績 達成状況 

１．二酸化炭素排出量削減     

・電気    (ｋＷｈ) 183,583 174,403 140,213 
〇 

        (kg-CO2) 95,647 90,864 73,051 

・燃料等【ガソリン・軽油・都

市ガス・LPG・灯油】 

(kg-CO2) 
1,135,466 1,078,692 1,051,357 ○ 

・ＣＯ２合計(kg-CO2) 1,231,113 1,169,557 1,124,408 ○ 

２．廃棄物排出量削減     

・一般廃棄物(kg) 
2,140 

（基準 18 年度） 

(基準年比△4％) 

2,054 
2,024 〇 

・産業廃棄物(ton) 124.06 
（基準 19 年度） 

(基準年比△3％) 

120.338 
48.814 ○ 

３．水使用量削減(㎥) 6,112 5,806 3,489 〇 

４．環境対応型サービス等 

                        提供(t) 
43,296 

（基準 19 年度） 
44,162     0 × 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成    
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５．環境活動計画・取組結果と評価並びに次年度の環境経営目標 

及び環境経営計画 

環境活動計画 取組結果と評価 次年度の取組内容 次年度環境目標 

電力量削減（高圧、低圧） 
① 冷暖房の設定温度を上下 

控えるよう促す 

② 昼休み等の不要な照明の 

消灯 

③ ＬＥＤ照明器具調査・入替 

 

 

全体的に使用量が減少し、目標 

達成に繋がった。 

 

 継続して実施する。 

  

 2023 年△6％ 

 

 2024 年△7％ 

  
2025 年△8％ 

  

 

自動車燃料等の排出量削減 
（ガソリン､軽油､ガス､灯油） 

① アイドリングストップの 

実施 

② 走行ルートの効率化 

 

 

 目標を達成した。次年度も継続 

して目標達成に取り組む。 

 

継続して実施する。 

  

2023 年△6％ 

 

 2024 年△7％ 

  
2025 年△8％ 

  

一般廃棄物排出量削減 
① 分別の徹底化 

② 梱包資材の再利用の実行 

 

 

若干だが本年目標を達成した。 

引き続き削減に努める。 

 

 

継続して実施する。 

 

  

 2023 年△5％ 

 

 2024 年△6％ 

 
2025 年△7％ 

 

産業廃棄物排出量削減 
① 廃プラ、スクラップの 

排出削減 

 

本年目標を達成した。 

引き続き削減に努める。 

 

 

継続して実施する。 

 

 

 
2023 年△4％ 

  

 2024 年△5％ 

 

 2025 年△6％ 

 

水使用量削減 

①  節水シールにより 

呼びかけ 

 

 

 

本年目標を達成した。 

引き続き削減に努める。 

 

 

継続して実施する。 

 

 

  

 2023 年△6％ 

 

 2024 年△7％ 

  
2025 年△8％ 

 

環境対応型サービス等の提供 
① 一般港湾運送業、港湾の 

一貫荷役作業の実績を 

生かした環境にやさしい 

サービスの提供 

 

 

豪雨災害による長野県から 

の災害ゴミに係るコンテナ 

貨物が終了し、それに代わる 

貨物獲得は難しい。 

 

 継続した貨物獲得が 

できるよう努める。 

 

2023 年＋２％ 

  

 2024 年＋３％ 

 

 2025 年＋４％ 

 

次年度の環境経営計画は上表の次年度の取組内容のとおり現行の環境経営計画を継続して 

実施します。また次年度以降の環境経営目標を上記に示しました。
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６．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 

 

当社に適用される主な環境関連法規は以下の通りで、2023 年３月７日遵守評価の結果、 

これらへの違反はありませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、ありませんでした。 

  

・廃棄物処理法 

・消防法 

・道路運送車両法 

・道路交通法 

・フロン排出抑制法 

・浄化槽法 

・自動車リサイクル法 

・水質汚濁防止法 

・新潟県産業廃棄物等の適正な処理の促進に関する条例 

・新潟県生活環境の保全等に関する条例 

・上越地域消防事務組合火災予防条例 

 

    

 

 

７．代表者による全体評価と見直しの結果 

   

  1) 環境経営方針     ・継続して削減目標、方針に従い活動すること。 

見直しの必要性はない。 

 

    2) 環境経営目標及び   ・目標達成した項目は基準年度比の現削減率を上乗せし、継続すること。 

環境経営計画     ・全般的に目標を達成したが、環境対応型サービス等の提供については 

当初の目標と現状が合わなくなってきており、 

実数把握が難しい面がある。目標の再検討も必要である。 

 

    3) 実施体制         ・見直しの必要性はない。 

 

    4) 社会・取引先・        ・EA21 の取り組みや尊法について HP を活用し PR していく。 

法律等への対応 

 

    5) システムのその他の      ・環境経営システムを確実に運用継続する。見直しの必要性はない。 

要素 

 

    6) 総括         ・EA21 活動の年数が経過し、省エネルギー意識が浸透してきています。 

引き続き全社員で削減努力を継続していく事が大切と感じています。 

 

 

以上 


